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近
代

日
本
研
究
第
二
十
三
巻
（
二
〇
〇
六
年
）

「
一顎

一
高
 

、

資
料
紹
介

『家
庭
雑
誌
』
掲
載

「
慶
應
義
塾
童
子
寮
」
紹
介
記
事
に
つ
い
て

西
 
沢
 
直
 
子

 

二

つ
の

『家
庭
雑
誌

』

 
明
治
期

に
、
二
種

類
の

『家
庭
雑
誌
』
と
題
す
る
雑
誌
が
刊
行
さ
れ

た
。

 

ひ
と

つ
は
、
明
治

二
十

五

(
一
八
九

二
)
年
九
月

に
徳
富
蘇
峰
が
創

刊
し
た
女
性
向

け
の
啓
蒙
雑
誌

で
あ

る
。
出
版
元
で
あ
る
家

庭
雑
誌
社

は
、
徳
富
を

中
心
と
し
た
言
論
活
動

の
結
社

で
あ
る
民
友
社
内
に
設
け

ら
れ
た
。
当
初
は
月
刊

で
、
第
十

一三
号

(明
治

二
十
六
年
九

月
十
日
刊
)

よ
り
半

月
刊

と
な
り
、
第

一
〇
八
号

(
三
十
年
九
月
十
五
日
刊
)
か
ら

再
び
月
刊
と
な

っ
た
。
社
説

や
論
説
欄

の
ほ
か
、
科
学

・
史
談

・
文
芸

・

家
政

・
雑
録

・
時
事

一
斑
な
ど

の
欄

が
設
け
ら
れ
、
内

容
は
多

岐
に
わ

た

っ
て

い
た
。
一三
十

一
年

に
読
者
数

の
減
少
な
ど
か
ら
、
『
国
民
之
友
』

『
国
民
新

聞
』
『家
庭
雑
誌
』

三
一誌

が

『
国
民
新
聞
』

に
統
合
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、

『家
庭
雑
誌
』
は
八
月
十
五
日
発
行

の
第

一
一
九
号
を
も

っ

て
廃
刊
と
な

っ
た
。

 
も
う
ひ
と

つ
の

『家
庭
雑
誌
』
は
、
三
十
六
年
四
月
に
堺
利
彦

に
よ

っ

て
創

刊
さ
れ
た
、
家
庭
内

に
お
け

る
社
会
主
義
的
革
命
の
必
要
を
説

い

た
女

性
雑
誌

で
あ
る
。
月

刊
誌

で
、
発
行
社
名
は
由
分
社
、
家
庭
雑
誌

社

、
平
民
書
房
な
ど
と
変
化

し
た
が
、
執
筆
陣
は
変
わ
ら
ず
平
民
社
系

の
人

々
が
務
め
、
四
十
年
八
月
に
第

五
巻
第
十
号
を
も

っ
て
廃
刊
し
た
。

 

二

つ
の
雑
誌
は
、
と
も

に
福
沢
諭
吉

の
女
性
論
と

の
関
係
で
注
目
す

べ
き

雑
誌
で
あ
る
。
徳
富

と
福
沢

の
女
性
論

に
は
、
女
性
に
も
経
済
的

な
自

立
を
求
め
る
な
ど
の
共

通
点

が
あ

る

一
方
、
女
性
の

「
徳
」
を

い

か
に
捉
え
る
か
と

い
う
点

に
お

い
て
大
き
な
差
異
が
あ

っ
た
。
た
と
え

ば
福

沢
が

「
女
大
学
評
論
」

「新
女
大
学
」
を
執
筆
し
て

い
る
同
時
期
、
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徳

富
は

『家
庭
雑
誌

』
に

「
婦
人

の
徳
」
と

い
う
社
説
を
掲
載

し
、
男

の
真
似
事
を
す
る
女
は
け
し
か
ら
ず
、
女
性

に
求
め
ら
れ
る
の
は

「謙

遜
」
「
デ
リ
ケ
シ
ー
」
「
セ

ン
シ
ブ

ル
ネ

ス
」

の
三

つ
の
徳
で
あ

る
こ
と

を
説

い
て
い
る

(第

一
一
八
号
 
三
十

一
年
七
月

十
五
日
刊
)
。
そ

れ

ゆ
え
福
沢

の

「女

大
学
評
論
」

「
新
女
大
学
」

が
発
表
さ
れ
る
と
、
徳

富
は

『
国
民
新

聞
』
に
強

い
批
判
を
掲
載
し
た
。
そ
れ
と
は
対
照
的

に

堺

利
彦

の
方
は

、
『
家
庭
雑
誌

』
創
刊
号

に
お

い
て

「
家
庭

に
関
す

る

我
輩

の
意
見

は
、
多

く

の
点
に
お

い
て
福
沢
先
生
の
感

化
を
受
け

て
居

る
」
と
述
べ
て

い
る
。

 
慶
應

義
塾
童

子
寮

 

筆
者
は
こ
の
二
誌
に
掲
載
さ
れ
た
女
性
論
を
検

討
す
る
う
ち
、
前
者

の
雑
報
欄
に
面
白

い
記
事

を
見

つ
け
た
。

二
十
九
年
五
月
二
十

五
日
発

行

の
第

七
八
号

と
同
年

六
月
十

日
発
行

の
第
七
九

号

に
連
載

さ
れ
た

「
慶
應
義
塾
童

子
寮

」

の
紹
介
記
事

で
あ
る
。

 
慶
應

義
塾

に
は
、
明
治

の
ご
く
初
期
か
ら
、
現
在

の
就
学
年
齢
相
当

の
年
齢

の
入
学
希

望
者
が
あ

っ
た
。
そ

の
た
め
明
治

二
年
ご
ろ
に
、
十

代
半
ば
ま
で
の
児
童

を
対
象
に
童
子
局
と

い
う
も
の
を
設
け
た
。

二
年

に
発
行
さ
れ
た

「
慶
應
義
塾
之
記
」

を
見
る
と
、
詳
細
は
不
明
だ

が
童

子
局
が
存
在

し
た
こ
と
は
確
認
で
き
る
。
そ

の
後
四
年

の

「
慶
應
義
塾

社
中
之
約
束
」

(学
則

・
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
な
ど

を
記
し
た
も

の
)

に
な

る
と

、
童
子
局

の
規
則

は
明
文

化
さ
れ

て
お
り
、

そ

こ
で
学

ぶ
者
は

「
本
塾
と
区

別
し
、
年
十

二
才

以
上
十

六
才
以

下

の
者
」
と
な

っ
て
い

る
。
た
だ
し
入
学
者

の
記
録

で
あ

る

『
慶
應
義
塾
入
社
帳
』
を
み
れ
ば
、

七
、
八
歳
か
ら
在
学
し

て

い
た

こ
と
が
わ
か

る
。

 
童
子
寮
は
そ

の
童
子
局

の
寄
宿
舎
と
し

て
誕
生
し
た
。
は
じ
め
は
芝

新
銭
座
の
福
沢
邸
内
に
あ
り
、
三
田
移
転
後
は
何
度
か
場
所
を
変
え

て
、

遅
く
と
も

二
十
年
ご

ろ
か
ら
は
独
立
し
た

一
棟
に
な

っ
た
。
童
子
寮

に

つ
い
て
、

の
ち

に
千
代
田
生
命
保
険
相
互
会
社
を
設
立
し
た
門
野
幾
之

進
は

「
明
治

二
年

の

「
月
ご
ろ
童
子
寮
が
出
来
た
。
こ
れ
を
ボ
ー
イ
塾

と
称
し

て
ゐ
た
。
そ
れ
ま

で
は
別

に
子
供

の
た
め
の
寮

は
な
か

っ
た
。

矢
張
り
乱
暴
な
九
州
や
何
か

の
連
中
が
集

っ
て
来
て
ゐ
る
も

ん
で
す
か

ら
、
少
年
は
別

に
し
よ
う
と

い
ふ

の
で
、
恰
度
福
沢
先
生

の
門
が
長
屋

門
だ

っ
た

の
で
そ

の
上
を
童
子
寮

に
し
た
」
と
回
想

し
て
い
る

(後
掲

『
稿
本
慶
應

義
塾
幼
稚
舎
史
』

一
七
頁
)
。
七
年

に
幼
稚
舎

(和
田
塾
)

が
発
足
し
幼
稚
舎

に
寄
宿
舎
が

で
き

て
も
、
童

子
寮

は
依
然
と
し

て
存

在
し
、
三
十
年
ご

ろ
ま
で
は
存
続
し
た
よ
う
で
あ
る
。

 
「
燧
関
」
と
は
誰
か

 
『
家
庭
雑
誌
』
掲
載

の

「
慶
應
義
塾
童
子
寮
」

の
記
事

は
、

「わ

れ
曾

て
三
田
に
遊
び
、
此

の
童
子
寮
に
起
臥
す
る
こ
と
殆
ど

三
年
」

の
人
物

の
回
想
録

で
、
寮
内

の
部
屋

の
配
置
や
組
織
、
規
則

、
そ
し

て
行
事

の

様
子
な
ど

が
詳

し
く
紹
介
さ

れ
て

い
る
。
筆
者

の

「燧

関
」

は
、

『家

庭
雑
誌
』

に
は
他

に
記
事
も
論
説
も
書

い
て
お
ら
ず

、
い
ま

の
と

こ
ろ

ど

の
よ
う

な
人
物

で
あ
る
か
未
詳

で
あ

る
。

『家
庭
雑
誌
』

に
関
わ

っ

た
慶
應

義
塾
関
係
者

で
、
ま
ず
思

い

つ
く

の
は
竹
越
与

三
郎

(
三
叉
)
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で
あ
る
。
竹
越
は

『時
事
新
報
』

『基
督
教
新
聞
』

『大
阪
公
論
』
な
ど

で
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
と
し

て
活
躍
し

、
ま
た

の
ち

に
は
政
治
家
と
し
て

衆
議
院
議
員

や
貴
族
院
議
員
を
務
め

、
女
性

の
社
会
的
地
位

の
向
上
に

も
尽
力

し
た
○
し
か
し
慶
應

義
塾

の
在
籍
は
、
明
治
十
四
年
九
月
か
ら

十
七
年
ま

で
で
、
生
ま
れ
が
慶
應

元

(
一
八
六
ハ
五
)
年

で
あ
る
か
ら
童

子
寮

に
入

っ
た
と
は
考
え

に
く

い
。

し
か
も
、
掲
載

の
前
年

で
民
友
社

を
退

い
て
い
る
。

 
資
料
的
価
値

.「燧

関
」

は
未
詳

で
あ

る
が
、
記
事

の
内

容
を
考
え

る
と
、
今
ま

で

に
断
片
的
に
知
ら
れ
て
き
た
様
子

(
『稿
本
慶
應

義
塾
幼
稚
舎
史
』
『慶

應
義
塾
百
年
史
』
上
巻
参

照
)
と
齪
館
が
な
く
、
ま
た
こ
れ
ほ
ど
細

か

な
創
作
を
書
く
必
要
性

は
認
め
ら
れ
な

い
の
で
、
記
憶
違

い
は
あ
る
と

思
う
が
、
基
本
的
に
は
信
葱
性
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
よ
う
。
今

ま
で
童

子
寮
内

の
日
常

の
学
生

生
活

に

つ
い
て
詳
細
は
知
ら
れ

て
お
ら
ず
、
回

想
録
と
し
て

の
資
料

的
価
値

は
十

分

に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 
参
考
文
献

吉

田
正
信
編

・
解
説

『
『
家
庭
雑
誌

』
解
説

・
総

目
次

・
索
引
』
不

三

出
版
、

一
九
八
七
年

慶
應

義
塾
幼
稚
舎
編

『稿
本
慶
應

義

塾
幼
稚
舎
史
』
慶
應
義
塾

、

三
九

七

〇
年

慶
應

義
塾
編

『慶
應

義
塾

百
年
史
』

上
巻
、
慶
應

義
塾
、

一
九

五
八
年

凡
例

 
常
用
漢
字

は
原
則
と
し
て
、
そ
の
字
体
を
用

い
た
。

但
し
慶
應
義
塾

は
例
外
と
し
て
鷹

の
字
を
用

い
て
い
る
。

 
原
文

に
数
多
く
付

さ
れ
て

い
る
振
り
仮
名
は
、
必
要

と
思
わ

れ
る
も

の
の
み
を
残

し
た
。

 
句
読
点
は

原
文

の
ま
ま
と

し
た
。

慶
應
義
塾
童
子
寮

(上
)

燧
関

慶
應

義
塾

の
家
族
的
学
校
た

る
は
、
何
人
も
皆
よ
く
知
る
処
也

。
而

し

て
此

の
家
族
的
学
校
中
、
起
居
生
活

の
最
も
家
族
的
な
る
は
、
少
年

寄

宿
舎
即
ち
童
子
寮
を
以

て
最
と
な
す
。

わ
れ
曾
て
三
田

に
遊
び
、
此

の
童
子
寮
に
起
臥
す

る
こ
と
殆
ん
ど
三三
年

、

想

ふ
に
此

の
世
界
に
精
通
す
る

の

三
人
な
ら
ん
。
今
曾
時
を
回
想

し
、

弦

に

『
慶
應

義
塾
童

子
寮
』

の
篇
を
草
す
。
珈
か
少
年
諸
君
の
覧

に
供

せ
ん
と
て
也
。

 
 
 
◎
童
 

子
 
寮

慶
應

義
塾
寄
宿
舎

(旧
講

堂
)

の
玄
関
を
入
り
、
左
に
折

れ
大
人
寮

の

廊
下
を
辿
り
、
南

の
方
十
余

間
、

三
曲
し

て
左
を
指
す
、

三
棟
あ
り

屋

二
層
、
長
く
東
方

に
走

つ
て
架

す
。
是
れ
即
ち
童

子
生
寄
宿
舎
也
。

建
物
は
、
日
本
風
に
し
て
、
殆
ん
ど

二
十
余
年
前

の
建
築

に
係

る
。
然

れ
ど
掃
除
の
行

届
け
る
が
為

め
か
、
外
側

の
古
び
た
る
割
合

に
、
内
部

は
極
め
て
清
潔
也

。
間
敷

は
階
の
上
下
を
通
じ
て
、
総

べ
て
十
六
、 
三
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室

の
広

さ
は
十
畳

乃
至
十

二
畳
敷
と
す
。
室

の
前
後
は
、
朝
夕
、
小
使

に
依

つ
て
清
め
ら

る

・
脩
廊
下
あ
り
、
以

て
各
室

の
交
通
に
便

ず
。
二

階

に
上

る
に
は
、
梯
子

四
箇
あ
り
、

↓
悌
以

て
二
室
に
行
く
得
、
階
上

の
室
外

に
は
、
廊

下
な
き
を
以

て
室
は
、
階
下

に
比
し

て
二
畳
敷

の
広

さ
を
享
有
し
得

る
も
、
対
面
の
室
と

の
交
通
の
外
は
、

一
々
階
を
下
り
、

又
は
他

の
階
を
登
ら
ざ

る
べ
か
ら
ず
。
又
室

に
は

二
箇

の
戸
棚

あ
り
、

一
箇

の
戸
棚

に
は
、
夜
旦
ハ、
行
李
等
を
修
め
、

一
箇

の
戸
棚

に
は
、
下

駄
函
、
炭
函
、
石
油
錘
、
洋
灯
等
を
納
る
な
り
。
階
下
は
五
人
、
階
上

は
六
人
を
以
て

一
室

の
定
員
と
な
し
、
此
の
中
各

ミ
室
長

一
人
を
戴
く
。

而

し
て
室
長

の
上

に
寮
長

一
人
あ
り
、
以

て
全
寮

の
管
督

に
任
ず

。

 
 
 
◎
寮
 

 

 
長

寮
長
は
、
童
子
寮

の
最
上
長
官

に
し

て
、
童
子
生

の
進
退
は
、
皆

此
の

人

に
依

つ
て
支
配
さ

る

・
也

。
然
れ
ば
、
塾

監

局

の
之
れ
を
任
命
す

る
、
最
も
丁
重
慎
密

に
し
て
、
之
れ
を
任
命
す
る
前

に
、

一
応
教

員
会

議
を
開
き
、
而
し

て
平
素
最
も
徳
望
あ
り
、
且

つ
学
術
、
品
行

共
に
優

秀
な

る
若
干

の
教
員
を
撰

み
、
以

て
之
れ

に
任
ず
る
也
。

寮
長

の
職
務
は
、
室
長

の
報
告
を
受
取
り
、
且

つ
躬
親
ら
童

子
生
の
品

行

、
勤
勉
等
を
視

、
其

の
学
業

を
奨
励

し
、

其

の
品
行
を

匡

正
し
、

起
臥
を
管
督
す

る
の
外
、
大
運
動
会

に
あ

つ
て
は
、
童

子
寮
を
代
表
し
、

小
運
動
会

(童
子
寮

の
み
の
運
動
会
也
)
に
は
、
自

ら
会
長
と

な

つ
て

各
般

の
事
を
指
揮

し
、
且

つ
総
理
す
。
然
れ
ば
寮
長

の
履
声

は
、
最
も

多
く
童
子
生

の
畏
敬
す

る
所
、
筍
も

チ
ヤ

ラ
〈

と
音
立
て
、
寮

長
の

廊

下
を
行
く
を
聞
か
ば

、
如
何

な
る
乱
暴

の
少
年
も
、
皆
襟
を
正
う

し

て
坐
す
る
を
見
る
。

童

子
生

の
臥
床
は

、
夜

の
十
時
な
り

。
十
時

三
十
分

は
、
寮
長

が
、

『
寮
長
』
と
銘

打

つ
た
る
提
灯
振

り
照
ら
し

て
、
寮

の
中
央

な
る
自
己

の
室

よ
り
、
見
廻
は
り
に
出

つ
る
時

也
。
故

に
童
子
生

は
、
外
出

よ
り

如
何

に
遅
く
帰

る
も

、
十
時
以
前

に
は
、
必
ず
室

に
あ

る
を
常
と
す
。

若

し
寮

長
の
見

廻
は
り

に
三
度
以
上
無
届

に
て
室
を
空
う
せ
ば
、
先
づ

寮
長
室

に
召
喚

せ
ら
れ
、
懇
懇

の
説
諭
を
受
く

る
也
。
而
し

て
尚
此

の

不
将

の
続
く

こ
と
あ

ら
ん
か
、
寮
長

は
室
長
を
召
集
し

て
、
其

の
意
見

を
尋

ね
、
其

の
協
賛
を
得

て
後

、
不
塒
漢
を
塾
監
局

に
召
喚
し
、
塾
監

局
長
と
も

ぐ

、
太
く
其

の
行
状
を
責
め
、
軽
き
は
退
塾
を
命
じ
、
重

き

は
退
学
を
も
命
ず

る
に
至

る
也
。

寮
長

は
、
斯

く
の
如
く
重
大

の
権
力
あ

る
も

の
な
れ
ば
、
童
子
生

の
之

れ
を
畏

る

・
こ
と
厳

父
の
如

し
。
然

れ
と
も
平
素
温
顔
、
人

に
接
す

る

を
以

て
、
寮
生

の
怨
恨
を
買

ふ
が
如
き
は
、
殆

ん
ど
稀
れ
也
。
是
れ
塾

監
局

の
其

の
撰
を

丁
重

に
す

る
が
為

か
。

 
 
 

◎
室
 

 
 
長

室
長

は
、
寮

長
の
下
に
あ
り
、
常

に
童
子
生
と
室
を
同
う
し

て
、
其

の

室

の
童

子
生
を
管
督
す

る
も

の
な
り
。

室
長
を
撰
任
す

る
は
、
塾
監
局

の
最
も
慎
む
所
也
。
撰
択

一
簿
を
誤
ら

ん
か
、
独
り
其

の
室

の
年
少
を
傷

ふ
の
み
な
ら
ず
、
施

い
て
全
寮

の
風

儀

に
関
す

る
こ
と
少
小

に
あ

ら
ず
。
之
れ
を
以

て
塾
監
局
は
、
大
人
生
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中
最
も
品
行
よ
く
、
学
術
俊
秀
の
上
級
生
を
推
挙

し
、

一
応
寮
長
と
協

議

の
上
、
改
め

て
之
れ
に
室
長
を

嘱
托
す

る
事
也

。

室
長
は
、
固
よ
り
報

酬
等

は
皆
無
也

。
ロ
ハ室
料
月
額

二
十
銭

を
免

ぜ
ら

る

・
の
み
。
而
し
て
其

の
職
務

は
、
同
室
生

の
行
状
を
管
督

し
、
下
読

み

の
質
問
に
応
じ
、
時

々
寮

長
に
同
室
生

の
報
告
を
な

し
又
月

一
回
の

室
長
会
議
に
萢
み
、
小

運
動
会

に
は
参
謀
官
と

し
て
之

れ
に
臨
む
也
。

然
れ
ど
も
寛

に
失
す
れ
ば
、
諸
生
侮
慢

の
念
を
長
じ
、
厳

に
失
す
れ
ば
、

寮
生
挙

つ
て
、
放
逐
策

を
講
ず

、
う

る
さ
く
し

て
面
倒

な
る
は
、
室
長

な
ら
ん
か
な
。

 

 
 
◎
入
塾

及
び
退
塾

幼
稚
舎

を
卒
業

し
、
若

し
く

は
年
長

の
故
を
以

て
、
本
塾

に
転
学
す

る

も

の

・
外
、
之
れ
に
入
塾

せ
ん
と
す

る
に
は
、
先
づ
塾
監
局

に
入
塾
届

を
出
す

也
。
塾
監
局

は
、

一
応
、
入
塾
志
願
者
を
召
喚
し

て
、
童
子
寮

に
於
け
る
諸
規
則

の
大
体
を
説
き
、
而
し

て
後
入
塾
を
許
す
也
。
又
退

塾

の
際
は
、
入
塾

の
時

の
如
く
、
塾
監
局
に
向

て
、
退
塾
届

を
出
す
也
。

塾

監
局

は
、
其

の
届
を
見
、
本
人
を
召
喚
し
、
其

の
理
由
を
尋
ね
、
若

し
其

の
下
宿

屋
に
移

る
が
如
き
場
合

に
は
懇

々
説
諭
を
加

へ
、
其

の
悪

習
に
染

ま
ざ

ら
ん
こ
と
を
戒
め
、
後
之
を
許
可
す
若
其

の
下
宿
屋

に
し

て
、
評

判
あ

し
き
も

の
な
ら

ん
に
は
、
決
し
て
退
塾
を
許
さ
ず
。
而
し

て
本
人

の
承
諾

せ
ざ

る
場
合

に
は
、
直
に
保
証
人
に
通
知
し

て
、
之
れ

を
引
渡
す
也
。

 

 
 
◎
童
 
子
 
生

童

子
生

は
、
上
寮
長

に
隷

し
、
下
室
長

の
監
督
を
受
け
、
以
て
身
心

の

練

習
を
勤
む

る
也
。
朝
は
六
時

に
起
き
、
臥
床
を
揚
げ
、
顔
を
洗
ひ
、

席
を
清

め
、
兎
角
す

る
程

に
、
食
事

の
鐘
は
鋳

々
と
し

て
響
く
、
時

に

七
時
也
。
即
ち

そ
ろ
ー

と
室
を
出

で
、
大
人
寮
玄

関

の
右
側

の
食
堂

に
入
り

、
『
賄
』
を
叱
咤

し
て
食
事
を
終
ひ
、
帰

り

て
前
夜

下
読

み
せ

る
其

の
日

の
課
程
を
復
習
し
、
疑
問
を
室

長
に
質
し
、
以

て
其

の
時
間

の
来
る
を
埃

つ
。
臆

て
時
間
も
来
れ
ば
、
冊
を
挟
ん

で
、
講
堂

に
入
り
、

三
時
間
若

し
く
は
四
時
間
ヶ
程
、
講
習
の
後
、
室
に
書
籍
を
拗
り
込
み
、

直

に
塾
後

の
運
動
場

に
馳
せ
向
ひ
、
食
事

ま
で
は
、
種

々
の
遊
戯

に
体

力
を
養
ひ
、
昼
食
後
も
亦
運
動
場
の
重
な
る
主

人
と

な

つ
て
、
遊

び
狂

ふ
な
り
。
晩
餐
後
は
、
入
浴
の
為
め
、
丘
を

下
り
、
浴
後
は
市
街
を
散
歩

し
、
日
没
、
塾
に
帰

つ
て
、
青
灯

一
穂
、
翌
日
の
課
程

に
取
り
掛

る
也
。

課
程

の
下
読
み
、
其

の
業

を
終

れ
ば

、
彼

れ
等

は
思

ひ
ー

に
他
室

を

訪
ひ
、
談

話
に
時
を
移

し
、
十
時

の
鐘
を
聞

い
て
、

眠
に
就
く
也
。

以
上
は
童

子
生

の
日
常

な
り
と
す
。

 
 

 
◎
演

説
会

及
び
討
論
会

童
子
生
の
弁
舌
を
発
達

せ
し
め
ん
が
為

め
、
塾
監
局
は
特

に
寮
長

に
命

じ
て
、
童

子
生
に
演
説
討
論

の
会
を
開
か
し
む
。
」

会
は
毎
月

二
回
也

。
第

二
の
土
曜

日
は
、
演
説
会

の
当
日

に
し
て
第

四

の
土
曜
は
、
討
論
会

日
也
。
敦
れ
も
夜
を
以

て
、
講
堂
北
側

の
演
説
館

に
催

さ
る
。

今

日
は
、
第

二
土
曜

日
也
。
幹
事
は
、
其
の
前

日
若
し
く
は
、
前

々
日
、
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寮

の
出
入
口
に
広
告

を
貼
付
し
、
以

て
演
説
当

日
を
指
示
し
、
以

て
寮

生

の
注
意
を
惹

く
。
臆

て
当
日

の
夜
に
入
る
や
、
二
人

の
幹
事
は
、
先

づ
寮
長
に
出
席
を
請
ひ
、
手

に

『童
子
寮
演
説
会

記
事
』
と
題
す
る
帳

面
と
、
洋
灯
筆

墨
等

を
持
ち
、
演
説
堂

に
入
り
、
諸
弁
士

の
入
り
来

る

を
待

つ
。

程
も
あ
ら
せ
ず
、
諸
弁
士
は
各

々
二
銭
の
会
費
を
捧
げ

て
、
入
り
来
り
、

全
く
席

に
着
き
終
る
頃
、
寮
長
は
入
り
来
る
也
、
時

に
幹
事

の

一
人
は
、

先

づ
壇

に
登

つ
て
、
開
会

の
主
旨
を
述

べ
、
且

つ
成

る
べ
く
多

数

の
登

壇
者
あ

り
た
き
旨
を

望
み
、
壇
を
下
る
や
、
初

め
は
譲
り
合
ふ
て
、
な

か
ー

に
登
壇

せ
ざ

る
も

、
日
頃
自
慢

の
雄
弁
家
は
、
意
気
揚

々
と
し

て
登
壇

、
満
腔

の
懐

抱
を
披
渥
し
来

つ
て
大

に
満
堂

の
注
意
を
呼
び
。

次
は
某

、
次

は
某

、
自
称

雄
弁
家
は
、
皆

登
壇

し
終

つ
て
、
扱
て
後
は

引

ツ
込
み
思
案

の
悪
弁
士
な
り
、
君
ヤ
リ
玉

へ
、
是
非
演
説
し
玉

へ
と

百
方

幹
事

を
労

し
、
不
勝
無
性

に
壇
に
登
り
、
差

か
し
げ
に

三
揖
し
、

モ
ヂ
ー

し
な
が
ら
、
懐
よ
り

三

一枚

の
原
稿
を
取
り
出
し
、
半
、
朗

読
す
る
が
如

く
、
演

説
し
終

つ
て
、
ホ

ッ
ト

三
息
吐
く

の
様
、
気

の
毒

に
も
亦

い
ち
ら
し
き

限
り

な
り
、
斯
く
て
弁
士
は
残
ら
す
弁
じ
終
れ
ば
、

寮
長
は
、
厳

め
し
く
壇
に
登
り

て
、
先
づ
諸
生

の
演
説

に
付
き
、
精
細

の
批
評
を
下
し
、
夫

れ
よ
り
将
来

の
希
望
を
述

べ
、
末
段
は
、
諸
生

の

品
行
に

つ
い
て
夫

れ
と
な
く
颯
刺
を
加

へ
、
以
て
此

の
会
を
閉
ぢ
、
予

て
小
使
を
し
て
整

は
せ
置
け
る
茶
及
び
餅
菓

子
 

 
餅
菓
子
四
箇
を
紙

包
み

に
せ
る
も

の
を
諸
生
に
頒
布
す
。

此

の
時
迄
は
、
深
く
人

の
背
後
に
潜
み
、
成
る
べ
く
寮
長
、
幹

事

の
目

に
触

れ
ざ
る
や
う
勉
め
居
た
る
横
着
者
は
、
餅
菓
子
と
聞
く
や
否
、
真

ツ

先
き
に
駆
け
出
し
、
人
を
し

て
其

の
出
没
隠
見
の
妙

に
驚
か
し
む
る
も

あ
り
、
斯
く

て
氏

の
茶
話

の
間

に
、
寮
長
及
び
幹
事

は
、
協
議

の
上
、

来
る

べ
き
第
四
土
曜

の
討
論
題
を
撰
み
、
之
れ
を
諸
生

に
報
告
し
、
以

て
此

の
会
を
散
ず
。
」

第
四
土
曜

の
前
、
四
五
日
、
幹
事
は
、
討
論
題
及
び

日
時
を
大
書
せ
る

広
告

を
ば
、
例

の
掲
示
場

に
掲
ぐ
。
既
に
其

の
夜
と

な
れ
ば
、
幹
事
は
、

寮
長
に
報
告

の
上
、
諸
生
を
促
し
会

場
に
出
づ
、
而
し

て
寮
長
は
議
長

と
し
て
、
其

の
席
に
着
く
。

場
は
、
左
党
、
右
党

に
別
れ
、
各

々
雄
弁
を
闘

は
し
、
討
論
二
時
余
、

漸
く
論
旨

の
尽
く
る
時
、
議
長
は
之
れ
を
採
決
す
。
採
決

の
後
寮
長
、

各
自

の
説

に
付
、
批
評
を
下
し
、
会

後
次
月
の
幹
事
を
改
撰
し
、
茶
菓

の
饗
を
受
る

こ
と
演
説
会

の
時

の
如
し
。

童
子
寮

に
於
け

る
規
定

の
錬
舌

会

は
、
右

の
二
回
な
れ
ど
も
、
特

志

の
童

子
生
は
、
特
に
団
体
を
設
け
、
毎

週
、
期
を
定
め

て
、
講
堂

に
演

説
会

を
開
く
、
其

の
会
名
左

の
如
し
、

 
 

 
 
 

(『
家
庭
雑
誌
』
第
七
拾
八
号

、
四
五
七

～
四
六
三
頁
)

慶
應
義
塾
童
子
寮

(下
)

振
興
会
。
金
蘭

会
。
五
月
雨

の
友
。

燧
関
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振
興
会
は
、
寮
生
中

、
最
も
経
済
的
思
想
に
富

み
、
学
術
優
等
、
品
行

最
も
端
正

の
諸
生
之

れ
が
会
員
た
り
。
金
蘭
会

は
、
重

に
悲
歌
慷
慨

の

士

に
富

み
、
五
月
雨

の
友

は
、
専
ら
風
流

の
士
を
集
む

。
会
費

は
敦

れ

も
十
銭

に
し
て
、
新
刊
雑
誌
等
を
購
読
す
。

 
 
 
◎
運
 
動
 
会

陸
上
運
動

に
は
慶
應

義
塾
春
季
大
運
動
会
あ
り
、
童
子
寮
月
次
遠
足
会

あ
り
、
水
上

に
は
、
慶
應

義
塾
端
艇
会
あ
り
、
以
て
如
何

に
慶
應

義
塾

か
体
力

の
発
達

に
注
意
す

る
か
を
想
見
す

べ
き
也

。

 
 
 
 
春
季
大
運
動
会

春
季
大
運
動
会
は
、
全
塾

の
運
動
会
也
。
此
の
日
は
社
頭
福
沢
老
先
生

を
始
め
、
社
中

の
紳
士
、
皆
之
れ

に
+泣
み
、
大
人
生
、
童
子
生
、
幼
稚

生
等
平
素
の
体
力
を
此

の
晴

れ
の
場
所
に
於

い
て
、
各
人

の
覧
に
供
す
。

時
は
恰
も
目

に
青
葉
、
山
鵤
初
松
魚

の
好
季
節
。

此

の
大
運
動
会

に
於

て
は
、
大
人
、
童
子
、
幼
稚
と
も
敦
れ
も
大

々
的

憤
発

に
て
、

一
ヶ
月
程
以
前
よ
り
、
養
生
や
ら
何

に
や
ら
練
習

に
課
業

を
拗

つ
も

の
少
か
ら
ず
。
特

に
敵
悔
心
に
富
む
童
子
生
は
、
此

の
会

に

後
れ
を
取
る
を
無
上

の
恥
辱
と
な
し
、
賄
に
命
じ

て
特

に
鶏
卵
を
添
え

し
め
十
分

に
滋
養
物
を
把
り
、
朝
な
ー

タ
な

ー

運
動
場

に
出

て
、

種

ミ
の
運
動
を
試
み
、
平
素
朝
寝
坊
を
以
て
、
寝
坊
頭
と
緯
号
せ
ら
る

・

も

の
も
、
亦
未
明
に
起
き
立

で
、
渋
谷
村
附
近

に
駈
足
運
動
を
試
む
る

あ
り
、
又
其

の
間
際

に
至
れ
ば
、
洋
服
店

に
命

じ
て
、
派
手

や
か
な
る

運
動
服
を
調

へ
さ
せ
、
以

て
当
日
を
埃

つ
。

愈

ミ
明

日
は
其

の
当

日
と
な
る
其

の
夜

の
如
き
は
、
衆
生
皆

一
室

に
会

し
て
、
明

日
の
評
議

を
凝

ら
し
、
勇

み
立

つ
た
る
人
気

の
い

つ
眠
る
べ

し
と
も

見
え

ず
。
暫

時
静
か
に
な
り

し
と
思
ふ
程
も
な
く

、
寮
内

は

一

般

に
騒
し
く
、
足
音

の
際
立
ち

て
高
き
は
、
衆
生

の
結
束

し
て
早

や
運

動
場

へ
立

ち
向

ふ
ら
し
。

ボ
ー
ル
、
ジ
ヤ
ン
プ

(竿

飛
)

ハ
イ
、
ジ
ヤ

ン
プ

(高
飛
)
等

は
大

人

童

子
の
区
別

は
な
き
も

、
競
走
、
障
害
物
競
走
其

の
他

の
事

は
皆
夫

れ

ー

に
番
組

の
異
り
居

た
る
な
り
、
是
れ
其

の
体
力
の
差
あ
る
が
故
也

。

童
子
生

の
競
走

は
、
幼
稚
舎
中

の
年
長
者
及
び
、
通
学
生

の
年
少
者
其

の
競
争
者
た
り
。
童
子
生

の
意
気
組
た
る
オ
サ
〈

大
人
生
を
も
凌
ぐ

な

る
に
、

い
か

で
か
幼
稚
、
通
学
生

の
先
鞭
を
容

さ
ん
や
。
眼
中

固
よ

り
競
争
者
な
き
も
、
侮

つ
て
却

て
後
れ
を
把
る
こ
と
あ
ら
ば
、
寮

の
名

折
、
身

の
不
名
誉
、
果

て
は
寮

に
も
帰
ら
れ
ぬ
程

の
仕
末
な
れ
ば
、
敦

れ
も
油
断
せ
ず
、
臆
が

て
其

の
番
組
み
と
も
な

れ
ば
、
寮
生
は
競
走
者

に
向

て
、

】
同
喝
采
し
、
十
分
に
勇
気
を
吹
き
込

み
、

一
二
一二
の
号
令

の
下

に
走
り
出
す

や
、
童
子
生
は
、
自
家

の
仲
間

に
向

て
、
声
を
限
り

に
童
子
勝

て
ー

と
連
呼
し
、
其

の
敵
と
オ

ツ
つ
カ
ツ
つ
と
な

る
や
、

殆
ん
ど
死
物
狂
ひ
と
な

つ
て
、
競
走
者
の
為

め
に
勢
ひ
付
く

る
也
。
首

尾
克
く
第

一
先
着
と
な

つ
て
帰
る
や
、
衆

生
は
、
皆
其

の
競
走
者
を
肩

に
揚
げ
、
童
子
万
歳
を
三
呼
す
。
之
れ
を

以
て
毎
場
童
子
寮
撰
出

の
競

走
者
は
、

一
と

い

つ
て
二
と
下
る
に
は
あ
ら
ず
。

斯
く

て
首
尾
克
く
勝
を
制
さ
ん
か
、
会
後
衆
生

は
、
此

の
日

の
み
飲

酒
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を
許
さ
れ
居
る

こ
と

・
て
、
受
賞
者
よ
り
醇
金
せ
し
め
、
丘

下
の
町

に

走
り
、
『
い
ろ
は
』
『
坂
本
』
等

の
牛
肉
店
に
上
り
、
勝

利
の
祝
杯
を
挙

ぐ

る
を
例
と
す
。

小
運
動
会

小
運
動
会
は
、
童
子
寮
月
次
遠
足
会

也
。
多

く
は
第

三
土
曜

日
を
以

て

施
行
せ
ら
る
。
会
日

の
前

夜

に
は
、
皆
会
費

五
銭

を
当
番
幹
事

の
室
長

に
渡
し
、
翌
日

の
結
束

の
為
め
、
町
に
下
り
て
、
草
鮭

、
笠
、
脚
絆
、

靴
下
等
夫
れ
ー

の
必
需
品
を
求
め
、
行
き

着
く
先
き

の
遊
び
杯
協
議

し
、
漸
く
枕
に
就
け
ば
、
明
日

の
楽

し
み
に
得
も

眠
ら
れ
ず
、
意
気
地

悪
き
少
年
は
、
早
腺

の
輩
を
驚
か
し
や
ら
ん
と

て
か
、
石
油

の
空
函

に
、

庭
砺
下

の
大
砂
利
、
小
砂
利
を
拾
ひ
込
み
、
之
れ
に
縄
を
付
け
、
長
廊

下
を
ば
、
ガ
ラ

ン
〈

と
音
さ
せ
て
夜
を
徹

す
る
も

の
さ

へ
あ
り
。

窓

の
紙
漸
く
白
し
、

三
同
は
起

つ
て
盟
噺

し
、
賄
所

に
入
れ
ば
、
賄
は

早

や
用
意
を
整
ひ
て
竣

つ
。
菰
に
飽

ま
で
喰
ひ
、
兼
ね

て
整

ひ
置
け

る

握
飯

の
弁

当

の
竹

皮
包

み
を
受

取
り
、

三
ト
先

づ
運
動
場

に
出

で
、

三
同
菰

に
集
る
を
埃

つ
。

竣

つ
間
程
な
く
、
寮
長
来
り
、
室
長
来
り
、
勢
揃

ひ
全
く
整

へ
ば
、
思

ひ

く

の
扮
装

に
思
ひ
ー

の
物
語
り
し

つ

・
皆

目
的
地

に
向

ふ
。

春

の
遠
足
は
、
飛
鳥

山
、
亀
井
戸
、
池

上
等

に
し
て
、
夏
は
玉
川
、
秋

は
川
崎
、
高
雄
、
冬

は
目
黒
附
近
の
郊
村

に
出

で

・
、
或
ひ
は
綱
引
、

或
ひ
は
相
撲
、
或
ひ
は
遊
泳
、
或

ひ
は
球

取
、
処
と
季
候
と

に
依
り
、

日
没
ま

で
は
十
分
の
遊
戯
を
な
し
、
以
て
興
尽
く

る
頃
、
徐

ぐ
と
し

て

引
き
返

へ
し
来

る
也
。

一
同
は
遠
足

よ
り

一
ト
先

、つ
帰
塾
し
、
衣
服
を
改
め
た
る
後

、
芝

田
町

の
海
水
浴

に
至
り
、
終

日
の
塵
垢
を
洗

ひ
去
り
、
弦
に
茶
菓

の
饗

を
受

け

、
十
時
頃
ま

で
、
相
団
樂
し

て
、
『
ご

ろ
く

』
、
落
語
、
端

唄
等
思

ひ

ー

の
遊
び
を
な
し
、
果

て
は
打
ち
連
れ

て
、
帰
塾

す
、
是

れ
遠
足

会

の
常
例
な
り
。

ベ

ー

ス
ボ

ー

ル
会

ベ
ー
ス
ボ

ー
ル
会
は
、
童
子
生

の
最
も
得
意
と
す
る
処
也
。
然

れ
ど
も

是
れ
童
子
生
独
自

の
も

の
に
あ
ら
ず
、
只
童
子
生
之
れ
が
中
心
と
し
て
、

三
三田
の
ベ
ー
ス
ボ
ー

ル
を
盛
に
し
た
る
も

の
也
。

会
は
課
余
、
常

に
之
れ
を
施
行
す
。
時
と
し

て
青
山
英
和
学
校

、
白
金

明
治
学
院
等
と
競
争
を
試
む
る
こ
と
あ
り
。

 
 
 

 
課
余
日
常

の
運
動

課
余
日
常

の
運
動
は
、
重

に
運
動
場
に
あ
る
こ
と
な
る
が
、
夏
季

は
、

芝
浦
に
至
り
、
袖

ヶ
浦
の
清
波

に
海
水
浴
を
試

み
、
以
て
健
康
を
養
ひ
、

以

て
源

に
浴
し

て
詠
じ

て
帰
る

の
点
也
が
風
を
学
ぶ
も
床

か
し
。

 
 
 

 
端
艇
競
争
会

慶
應

義
塾

に
端
艇
倶
楽
部
あ
り
、
端
艇
四
隻
を
具
ふ
、
童
子
生

は
常

に

之
れ
を
擢
し

て
、
袖

ヶ
浦
を
ば
縦
横
に
乗
廻
は
し
、
以

て
素
養

の
地
を

な
す
。

端
艇
競
争
は
、
毎
年
秋
季
に
之
れ
を
施
行

す
。
場
所

は
、
金
杉
浦

に
し

て
八
百
メ
ー
ト

ル
余

の
処
を

一
回
転
し
、
以

て
其

の
輸
厩
を
決
す
る
也
。
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此

の
時
も
亦
大
運
動
会

の
前

の
如
く
、
滋
養
物
を
把
り
、
腕
を
鍛

へ
て
、

時

の
至

る
を
待
ち
、
会
後
、
受
賞
者
が
、
牛
肉

を
オ
ゴ
ル
は
、
春
季
大

運
動
会

の
時

に
同
じ
。

 
 
 
◎
雑
誌

の
事

雑
誌
を
童
子
寮
に
発
行
し
初
め
た
る
は
、
明
治
二
十
二
年

の
四
月
な
り

き
。
当
時
、
寮
生

の
重
立

て
る
も

の
、
両
三
相
会
し
、
談

、
雑
誌

の
事

に
及
び
、
初
め
は
五
十
銭

一
株
と
な
し
、
株
式
組
織

を
以
て
、

一
社
を

起
し
、
簡
単
な
る
印
刷
器
を
購
ひ
、
以

て
雑
誌
発
刊

の
企

て
を

な
し
た

る
が
、
事
余
り

に
大
に
過
ぎ
、
童
子
生

の
力
に
及
ざ

り
し
を
以
て
、
再

び
思
を
翻

へ
し
、
全
寮

に
四
冊

の
写
本
雑
誌
を
頒
ち
、
之

れ
を
以

て
満

足
す
る

こ
と

・
な
し
、
半
紙
版

二
十
枚

の
雑
誌
を
作

り
、
標
題
を

『寮

窓
週
報
』
と
し
、
以
て
窓
友
に
頒

つ
。

 
 
 
 
役
員
、
会
費

雑
誌
に
付
、
役
員
を

編
輯
員
五
人
、
会
計
三
人
と
し
以

て
会
員
を
募

る
、

会
費
は
金
五
銭

也
。

幸

ひ
に
し

て
此

の
業

大
に
窓
友

の
賛
助

を
得
、
扱

て
編
輯
と
な

る
や
、

最
初
は
熱
心
に
従
事

し
た
る
も
、
日

の
日
曜
に
当

る
を
以

て
、
次
第

ミ

ミ
に
倦
厭
を
生
じ
、
果
て
は

一
人
を
以
て
、
編
輯
会
計
両

つ
な

が
ら
相

兼

ぬ
る
に
至
り
し
こ
と
さ

へ
あ
り
。
然

れ
ど
記
事

の
面
白
き
も

の
あ

る

よ
り
、
寮
長
、
室
長
等

の
賛
助
を
得
、

コ
ン
ニ
ヤ
ク
版

よ
り
漸
次
進
歩

し

て
印
刷
す
る
事

と
な
り
、
会
費

を
金

十
銭
と

し
、
標
題
を
寮
窓
之
灯

と
改
め
、
月
刊

の
雑

誌
と
し
た
る
は
、
明
治

二
十

三
年

の
夏
也

。

 
 
 
◎
室
換

ひ
の
事

室
換

ひ
は
、
学
期

の
終
り

に
抽
籔
を
以

て
施
行
せ
ら

る

・
也
。
此

の
室

換

ひ
に
伴

つ
て
、
室
長
も
亦
換

は
る
也
。

学
期
試
験
終
り
、
更

に
新
学
期

に
入

ら
ん
と
す

る
の
時
、

一
同
は
皆
寮

長
室

に
集
り
、
各

ミ
籔
を
拮
む
也
。

臆

て
籔
を
拮
り
、
室
も
確
定
す

れ
ば
、
各

ミ
荷
物
、
夜
具
、
机
等
を
担

ひ
、
廊
下

の
雑
沓

い
ふ
べ
か
ら
ず
、
掬

て
室

に
荷
物
を
運
ひ
入
る
前
、

室
長
は
、
先
づ
上
席

に
席
を
構
ひ
、
同
室
諸
生
を
其

の
前

に
招
ぎ
、

一

応
挨
拶
を
な

し
た

る
後

、
復

た
籔
を
作
り

て
、
諸
生

の
席
次
を
定
む
。

於
是
乎
、
諸
生

は
始
め

て
其

の
席
を
確
定
し
、
大
掃
除
を
な
し
た

る
後
、

始
め

て
机
其

の
他
を
整
列
す
。

童
子
寮
内

の
滋
味
、
決
し

て
菰

に
尽
き
た
り
と
思
ふ
こ
と
な
か
れ
、
此

の
楽
境
に
は
、

一
種

い
ふ
べ
か
ら
ざ

る
快
楽
あ
る
也
。
然
れ
ど
も
是
れ

容
易

に
筆
舌

の
横
写
し
得

べ
き

に
あ
ら
ず
。
只
だ
之
れ
を
喫
着

せ
ん
と

欲
せ
ば
、
身
自
ら
三
田
山
頭

の
人
た
ら
ざ
る

べ
か
ら
ず

。

 
 
 
 
 

(
『家
庭
雑
誌
』
第
七
拾
九
号
、
五

一
九
～
五
二
四
頁
)
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